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　⑴ 　凸
とつ

レンズ　中央部がふくらんだレンズ。虫
むし

眼
めが ね

鏡などに利用。
　　① 　像

ぞう

　凸レンズなどを通して見えるものや、スクリーンなどに
うつって見えるもの。

　　② 　光
こう

軸
じく

　凸レンズの中心を通り、凸レンズの面に垂直な直線。
　　③ 　焦

しょう

点
てん

　光軸に平行に入
にゅう

射
しゃ

した光が、凸レンズで屈
くっ

折
せつ

して集ま
る点。

　　　・焦点は、凸レンズをはさんで等しい距
きょ

離
り

に 1 つずつある。
　　　・ 実際の光は、凸レンズに入るときと凸レンズから出るときの

2回屈折している。作図のときは、凸レンズの中心を通り、
光軸に垂直な直線上で 1回だけ屈折しているとして表す。

　　④ 焦
しょう

点
てん

距
きょ

離
り

　凸レンズの中心から焦点までの距離。
　⑵ 　凸レンズを通る光の進み方
　　① 　光軸に平行な光　凸レンズで屈折して、反対側の焦点を通る。
　　② 　凸レンズの中心を通る光　そのまま直進する。
　　③ 　凸レンズの焦点を通る光　凸レンズで屈折して、光軸に平行

に進む。

　⑴ 　実
じつ

像
ぞう

　物体が焦点よりも外側にあるとき、スクリーンなどに
うつる像。

　　①　物体から出た光が、実際にスクリーン上に集まってできる。
　　②　実像の向きは、上下・左右が物体と逆向きである。
　　③ 　カメラでできる像や、ヒトの目の網

もう

膜
まく

にできる像は実像で
ある。

　⑵ 　実像のでき方
　　① 　物体が焦点距離の 2倍よりも遠い位置にあるとき　焦点距

離の 2倍の位置より内側に、物体より小さい像ができる。
　　② 　物体が焦点距離の 2倍の位置にあるとき　焦点距離の 2倍

の位置に、物体と同じ大きさの像ができる。
　　③ 　物体が焦点距離の 2倍の位置と焦点の間にあるとき　焦点

距離の 2倍の位置より外側に、物体より大きい像ができる。

学習1 レンズのはたらき⑴

焦点距離

焦点

焦点光軸

光軸に平行な光

凸レンズの中心

凸レンズ
▼凸レンズ

▼凸レンズを通る光の進み方

①光軸に平行な光…反対側の焦点を通る。
②凸レンズの中心を通る光…直進する。
③凸レンズの焦点を通る光
　…光軸に平行に進む。

焦点
焦点

光軸

凸レンズの中心①

②

③

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴  　光軸に平行に入射した光が、凸レンズで屈折して集まる点を何といいますか。

□⑵　凸レンズの中心から⑴までの距離を何といいますか。

1確認問題確認問題

焦点
焦点距離

学習2 レンズのはたらき⑵

物体

物体

実像

実像

①物体が2Fより外側

②物体が2Fの位置

③物体が2FとFの間

実像

物体

  F：焦点
2F：焦点距離の2倍の位置

▼実像の位置と大きさ

F 2F

F 2F
F2F

F2F

F2F
2FF

光の世界⑵
P.152~158第 3章  身のまわりの現象
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光　凸

焦点よりも外側

ズを

の
光…

を通る光
行に進

　次
軸に平行に入射した光が、凸レンズで屈折して集まる点を何と

ンズの中心から⑴までの距離を何といいますか

1

のは

Sa
mp
le点を通る。通る。

。
屈折して、光軸に平行て、光軸に平行

①光軸に平行な①光軸に平行
②凸レンズの中②凸レ
③凸レンズ③
　…

光軸

Sa
mp答えなさい。さい。

入射した光が、凸レンズで屈折して集射した光が、凸レンズで屈

から⑴までの距離を何での
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　⑶ 　虚
きょ

像
ぞう

　物体が焦点よりも内側にあるとき、凸レンズを通して
　　見える像。
　　① 　実際に光が集まっているわけではなく、虚像から光が出て

いるように見える。
　　②　虚像の向きは、上下・左右が物体と同じ向きである。
　　③ 　虚像の大きさは、物体よりも大きく見える。
　　④ 　虫眼鏡を通して見える像は、虚像である。
　⑷ 　焦点上に物体があるとき　スクリーンをどこに置いても実像はうつらず、虚像も見えない。
　　→凸レンズを通った光が平行になり、1点に集まらないため。

▼虚像のでき方

物体焦点

凸レンズの中心

光軸 焦点

虚像

【方法】　凸レンズから光源までの距離
を㋐～㋔のように変化させて、スク
リーンに実像がうつるか、凸レンズ
を通して虚像が見えるかを調べる。
㋐　焦点距離の 3倍の位置 　　㋑　焦点距離の 2倍の位置
㋒　焦点距離の1.5倍の位置 　　㋓　焦点の位置　　㋔　焦点距離の半分の位置
　※凸レンズの焦点距離10cm、光源の大きさ3.5cm
【結果】

【考察】

㋐～㋒　光源が焦点よりも外側にあると、実像がうつる。光源が凸レンズから遠ざかるほど、
実像の位置は凸レンズに近づき、実像の大きさは小さくなる。
㋓　光源が焦点にあると、実像はうつらず、虚像もできない。
㋔　光源が焦点よりも内側にあると、虚像が見える。

凸レンズと
光源の距離

凸レンズと
実像の距離 実像の大きさ 実像の向き 虚像

㋐焦点距離の 3倍 15cm 1.8cm 上下左右逆 虚像は見えなかった。
㋑焦点距離の 2倍 20cm 3.5cm 上下左右逆 虚像は見えなかった。
㋒焦点距離の1.5倍 30cm 7.0cm 上下左右逆 虚像は見えなかった。
㋓焦点　　　　　 実像はできなかった。 虚像は見えなかった。
㋔焦点距離の半分 実像はできなかった。 光源より大きい虚像が見えた。

　　　　　　凸レンズによる像のでき方実験

焦点

㋐ ㋑ ㋒ ㋓ ㋔
光源

焦点

凸レンズ
スクリーン

　　　　　　　次の問いに答えなさい。
□⑴  　右の図の①のとき、スクリーンに光が集まってうつる像
Ａを何といいますか。

□⑵ 　⑴の像の上下左右の向きは、光源と同じ向きですか、逆
向きですか。

□⑶  　右の図の②のとき、凸レンズを通して見える像Ｂを何と
いいますか。

□⑷ 　⑶の像の上下左右の向きは、光源と同じ向きですか、逆
向きですか。

□⑸ 　⑶の像の大きさは、光源より小さいですか、大きいです
か。

2確認問題確認問題
①

②

焦点
焦点

Ａ

光
源

光
源

光軸

凸レンズの中心

焦点
焦点

Ｂ

光軸

凸レンズの中心

実像

逆向き

虚像

同じ向き

大きい。

の 2倍の
点の位置

の大き

察】

㋒　光源が焦点よりも外側にあると、実像
の位置は凸レンズに近づき、実像
が焦点にあると、実像は
焦点よりも内側

レンズ
実像

3倍 なかっ
距離の は見え

㋒焦点 虚像

Sa
mp
le

焦点距離の半

点よりも

mpmmp
lplmmpmmpmpmpppmmpamm
pmpamSa
mpmp

Sa
m

SSa
mmm

SS
pplempmpp
lppplpplpppleple

SSaa
実像の向

8cm 上下左右逆
3.5c 上下左右逆
0cm 上下左右

　　 実像はできなか
距離の半 実像はで
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□⑴　凸レンズによってできる物体の像をかきなさい。（作図に用いた線は消さないこと。）

光軸

①

焦点
物
体

焦点

凸レンズ

光軸

②

物
体

焦点 焦点

凸レンズ

　　　　　凸レンズによる像の作図
❶ 　光

こう

軸
じく

に平行な光は、屈
くっ

折
せつ

して反対側の焦
しょう

点
てん

を通る。
　❷ 　凸レンズの中心を通る光は、そのまま直進する。
　❸ 　焦点を通った光は、屈折して光軸と平行に進む。

　★ ❶～❸のうちの 2つの光の道筋をかけば、その交点が実
じつ

像
ぞう

の位置になる。
　★  実際には、光が「凸レンズに入るとき」と「凸レンズから
出るとき」で 2回屈折するが、光の道筋をかくときは、凸
レンズの中心を通る線上で 1回だけ屈折するようにかく。

　★ ❶と❷の光の道筋をかき、それを逆にのばしたところの交
点が、虚

きょ

像
ぞう

の位置になる。

作図方法
実像の作図

虚像の作図
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焦点
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体
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凸レンズの中心
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焦点
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❷
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❶

❶

作図のトレーニング
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□⑵ 　凸レンズによってできる物体の像をかきなさい。
　　（作図に用いた線は消さないこと。）

□⑶ 　物体が①～⑥の位置にあるときの像をかきなさい。また、像ができない場合は、光の道筋のみをかき
なさい。（作図に用いた線は消さないこと。）

焦点
光軸

焦点

凸レンズ

物
体

凸レンズの中心を通る光と、光軸と平行に進む光
を用いて作図する。
 この 2本の光を反対側に延長すると、その交点が
虚像の先端の位置となる。
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光軸 光軸
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①　焦点距離の２倍の位置より外側 ②　焦点距離の２倍の位置

③　焦点距離の２倍の位置と焦点の間 ④　焦点

⑤　焦点と凸レンズの間 ⑥　焦点と凸レンズの間

④の焦点上に物体があるとき、像はできない。
⑤、⑥では虚像ができる。
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　 　右の図は、凸レンズに平行な光を当てた
ときのようすです。これについて、次の問
いに答えなさい。
□⑴ 　凸レンズの中心を通り、凸レンズの面
に垂直な直線Ｘを何といいますか。

□⑵ 　凸レンズを通った光が集まる点Ｆを何
といいますか。

□⑶ 　凸レンズには、⑵の点がいくつありますか。
□⑷ 　凸レンズの中心から点Ｆまでの距

きょ

離
り

Ｙを何といいますか。

　 　図 1のように、凸レンズを
使って物体の像をスクリーンに
うつしました。図 2は、このと
きの位置関係を模式的に表した
ものです。これについて、次の
問いに答えなさい。
□⑴ 　図 2の光Ａ、Ｂ、Ｃが、凸
レンズを通った後に進む道筋
を図 2にかきなさい。ただし、
光は凸レンズの中心を通る線
上で 1回だけ屈折するものと
します。

□⑵ 　スクリーンにうつった像を
何といいますか。

□⑶ 　図 2でスクリーンにうつった像の①向きと②大きさは、物体に比べてど
うなりますか。次から記号でそれぞれ選びなさい。

　　①　ア　物体と同じ向き　　　イ　物体と上下左右が逆向き
　　②　カ　物体より小さい。　　キ　物体と同じ。　　ク　物体より大きい。
□⑷　図 2の凸レンズの焦点距離は何 cmですか。
　⑸ 　物体を図 2の点Ｐに置くと、スクリーンに像がうつらなくなりました。
　□① 　スクリーンをどこに置けば像がうつりますか。図 2のア～ウから選び

なさい。
　□② 　①でうつった像の大きさは、図 2のときに比べてどうなりますか。
　⑹ 　物体を図 2の点Ｑに置き、スクリーンの側から凸レンズを通して物体を
見ると、物体の大きな像が見えました。

　□① 　このとき見えた像を何といいますか。
　□② 　このとき見えた像の向きを、次のア、イから選びなさい。
　　　ア　物体と同じ向き　　　イ　物体と上下左右が逆向き

⑴ 光軸

⑵ 焦点

⑶ 2 つ

⑷ 焦点距離

11 平行な光

Ｘ
Ｆ

Ｙ

凸レンズ

凸レンズ
の中心

学習1
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ア イ ウ

Ｑ
C

B
物
体

図 2 スクリーン凸レンズ

※方眼は1マス5cm

光軸

図 1

光源つき物体

光学台

凸レンズ
スクリーン

⑴ 図に記入

⑵ 実像

⑶①　　　イ

②　　　キ

⑷ 10 cm

⑸①　　　イ

②　小さくなる。

⑹①　　虚像

②　　　ア
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　 　図 1、2は光源から出て、凸レンズの中心を通る光の道筋だけを示してい
ます。これについて、あとの問いに答えなさい。
　　

□⑴ 　図 1、2でできる像を、上の図に矢印でかきなさい。ただし、作図に使っ
た線は消さずに残しておくこと。

□⑵ 　図 1、2で作図した像を、それぞれ何といいますか。
□⑶ 　図 1の像の説明として正しいものを、次のア～エから全て選びなさい。
　　ア　凸レンズを通して見える。　　イ　スクリーンにうつすことができる。
　　ウ 　光源と上下左右が逆向き。　　エ 　光源と上下左右が同じ向き。
□⑷ 　　　　　図 1で、光源の位置を焦点（F1）に近づけていくと、できる像の

大きさはどうなりますか。次のア～ウから選びなさい。
　　ア　大きくなる。　　イ　小さくなる。　　ウ　変わらない。
□⑸ 　　　　　図 2の像を次の①、②のようにするには、光源をア、イのそれ
ぞれどちらに動かせばよいですか。

　　①　像の位置を焦点に近づける。　　②　像の大きさを大きくする。

　 　右の図のような装置を用意し、
物体とスクリーンをいろいろに動
かして、スクリーンにはっきりと
した実像をうつしました。表は、
スクリーンに実像がうつったとき
の、物体と凸レンズの距離と、凸
レンズとスクリーンの距離をまと
めたものです。これについて、次
の問いに答えなさい。
□⑴ 　実験に用いた凸レンズの焦点距離は何 cmですか。
□⑵ 　スクリーンにうつった
実像の向きを、右のア～
エから選びなさい。

□⑶ 　　　　　表のＰにあてはまる値を書きなさい。
□⑷ 　　　　　物体をある位置に置くと、スクリーンをどこに置いても実像が
うつりませんでした。また、凸レンズを通して物体を見ても、虚像は見え
ませんでした。このとき、物体を置いた位置を説明しなさい。

⑴ 図に記入

⑵図 1 虚像

図 2 実像

⑶ ア、エ

⑷ ア

⑸①　　　ア

②　　　イ

11

図 1 図 2

焦点
（F1）

光軸 光軸焦点

凸レンズ 凸レンズ

光源 焦点 焦点光源

ア イ

焦点 焦点

⑴ 光軸に平行な光の
線をレンズまでか
き、そこから右側
の焦点を通るよう
に光の線をかく。

思考力

思考力

物体と
凸レンズ
の距離

凸レンズと
スクリーン
の距離光学台

凸レンズ

光源

物体 Ｌの形に穴を
あけた厚紙

スクリーン

⑴ 12 cm

⑵ ウ

⑶ 16

⑷物体を焦点に置

いた。

22

物体と凸レンズの距離
〔cm〕 16 24 36 48

凸レンズとスクリーン
の距離〔cm〕 48 24 18 Ｐ

24cm÷ 2＝12cm
ア イ ウ エ

思考力

表現力

練 習 問 題練 習 問 題練 習 問 題練 習 問 題

選びな
うつす

上下左
1）に近

～ウか
小さく

像を次の
動かせ

の位置を焦点に近づける。　　②　像の大きさを大きくする。

のよ
リー
リー
しま
がうつったとき
の距離

⑸

②　

軸に
レン
こか
を通

光の線

凸レ

光源

紙Sa
mp
le
きる

向き。向
いくと、できる像のできる像の

さい。
ウ　変わらない。変わらな

ようにするには、光源をするには、光源をアア、、イのそれ
すか。

近づける。　　②　像の大きさを大き近づける。　　②　像の大き

を用意し、を用意し、
いろに動いろに動
きりと

き
の

a
物体 Ｌの形

あ


